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1.は じ め に

近 年 の情 報 技 術(InformationTechnology;以 下 「IT」 と 呼ぶ こ と にす る)の 著 しい 発 展,

と りわ けLANや イ ンタ ー ネ ッ ト,ま た ダ ウ ンサ イ ジ ングやSン ド 。ユ ーザ ー ・コ ン ピ ュ ー テ ィ

ング(EUC)の 進 展 を 背 景 に,情 報 シ ス テ ム の 自律 分 散 化 の方 向 性 が しだ い に 鮮 明 化 しつ つ あ

る。 そ れ に と もな い,組 織 と情 報 シ ス テ ム の 両面 にお いて 「ネ ッ トワー ク」 が 時 代 の キ ー ワ ー ド

とな って い る。 しか しな が ら,「 ネ ッ トワ ー ク」 あ る い は 「ネ ッ トワー キ ン グ」 な る.コン セ プ ト

は,非 常 に 多 義 的 で あ り,多 様 な意 味 で用 い られ て い る よ うに思 わ れ る。 特 に,「 ネ ッ トワ ー ク」

が,か な り具 体 的 な 技 術 面 で の用 語 と して の 性格 と,抽 象 度 の高 い概 念 と して の 性 格 を併 せ 持つ

点 は特 徴 的 で あ る。

本 研 究 は,主 と して 後 者 の立 場 か ら 「ネ ッ トワ ー キ ング」 を再 検 討 す る もの で あ り,林[1]に

基 づ き 自律 ・分 散 ・接 続 ・融 合 ・分 離 ・水 平 ・柔 軟 ・支 援 とい った 概 念 との 整 合 性 に 注 目 した議

論 を 展 開 して い く こ と に す る。 そ こで,ま ず 情 報 ネ ッ トワ ー クお よ び情 報 通 信 技 術(lnforma-

tionandCommunicationTechnology;以 下 「ICT」 と呼 ぶ こ と にす る)の 発 展 に つ い て 概観

し,個 の ゆ る や か な結 合(loosecoupling)と い う視 点 か ら,現 在 の ネ ッ トワ ー キ ング化 の 方 向

性 に関 して検 討 す る。 次 に,筆 者 の ベ ンチ マ ー キ ング研 究[2]を 基 礎 に して,「 エ ンパ ワー メ ン
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ト」 は,一 般 に 「権 限 委 譲 」 と訳 され る が,「 単 な る権 限 委 譲 」 以 上 の 概 念 で あ り,組 織 に お け

る 「メ ンバ ー の 活性 化 」 と密 接 な 関 係 に あ る こと を指 摘 す る。

そ の 上 で,ネ ッ トワー ク型 組 織 が 成 立 す る ため に必 要 とな る条 件 が,エ ンパ ワー メ ン トと コ ラ

ボ レー シ ョン を基 盤 と した メ ンバ ー の 活 性 化 にあ る と い う視 点 を 提 示 す る。 ま た,ネ ッ トワー ク

型 組 織 にお け る行 動 原 理 に つ い て 考 察 し,そ こで は上 か ら下 へ の 指 示 ・命 令(コ ン トロー ル)よ

り も,対 等 な 立 場 か らの説 得 ・誘 導(コ ー デ ィネ ー シ ョ ン)と い う行 動 が 支 配 的 あ る こ とを 示 唆

す る。 さ ら に,社 会 に お け る ネ ッ トワー キ ングの 進 展 は,イ ンタ ー ネ ッ トに代 表 され る よ う に,

これ ま で相 対 的 に弱 い立 場 に あ った個 人 に対 して 「エ ンパ ワー メ ン ト」 の 効 果[1]を 発 揮 す る と

い う考 え方 に基 づ き,「 ネ ッ トワー ク 型 組 織 」 の 本 質 が,接 続 ・融 合 ・分 離 が 容 易 な 自 律 分 散

(分 権)型 の 「柔 らか い 組 織 」[3](looselycoupledsystem)に あ る こ と を指 摘 す る。 最 後 に,

・これ らの 議 論 を 整 理 す る こ と に よ り 「looselycoupledsystemに お け る ネ
ッ トワー キ ン グ ・フ

レー ム ワー ク」 を提 示 し,こ れ ま で情 報 技 術 的側 面 に 焦 点 が 偏 りが ち で あ った ネ ッ トワー キ ング

の 問 題 に対 して,エ ンパ ワー メ ン トとメ ンバ ー の 活 性 化 の 視 点 か らの ア プ ロー チ とい う新 た な議

論 の方 向性 を示 唆す る。

2.情 報 ネ ッ トワー ク の発展 と 「二 重 の情報 共有 」

今 日の 情 報 化 社会 に お け るITの め ざ ま しい発 展 は周 知 の 事 実 で あ るが,そ の 中で もイ ン ター

ネ ッ トやLANに 代 表 さ れ る 情 報 ネ'ッ トワ ー クあ る い は 情 報 通 信 技 術(ICT)の 発 展 が と りわ け

顕 著 で あ る。 これ まで ス タ ン ド・ア ロー ンと して利 用 され て い た コ ン ピュ ー タ(特 にパ ー ソナ ル ・

コ ン ピ ュー タ;以 下 「PC」 と 呼 ぶ こ と に す る)が,急 速 に 「ネ ッ トワ ー ク化 」 さ れ,現 在 で は

ほ とん どの コ ン ピュ ー タが イ ンタ ー ネ ッ トに接 続 さ れ る よ うに な った の で あ る。

これ に よ り,我 々 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンは時 間 と空 間 の壁 を越 え,自 由 度 を 飛 躍 的 に拡 大 させ

る こ と に成 功 した。ICTが 急 速 に 発 展 した ので あ る。 そ れ と と もに,個 人 間 の,あ る い は 組 織

間 の情 報 共 有 が 容 易 に な り,BPRやSCMの よ う に情 報 ネ ッ トワー ク の 活 用 自体 を前 提 と した

マ ネ ジ メ ン ト ・モ デ ル が社 会 の 脚 光 を 浴 び る に至 っ た の で あ る。 一 方 でICTの 発 展 は,BtoC

(BusinesstoConsumer)の ビ ジネ ス を 容 易 に し,e-commerceやe-businessの 対 象 範 囲 を大

幅 に拡 大 さ せ て い る。 サ イ バ ー 空 間 上 の マ ー ケ ッ ト(eマ ー ケ ッ ト ・プ レイ ス)は,そ の 典 型 的

な 存 在 で あ る。 この よ うに,イ ン タ ー ネ ッ トを 中 心 と したICTの め ざま しい進 展 は,組 織 に対

して,と りわ け企 業 に対 して 大 き な イ ンパ ク トを与 え て い る。

こ う い つ た動 向 を ふ ま え て,筆 者 ら[4]一[6]は,現 在 の 企 業 に と っ て消 費 者 を 「潜 在 的 組 織 参

加 者 」[7]と して組 織 の 内 部 ・サ プ ライ チ ェー ンの 内部 に取 り込 む姿 勢 が 重 要 な課 題 とな って い

る とい う認 識 の もと に,e-SCMに お け る 「二 重 の 情 報 共 有 」 の 概 念 を提 示 して い る。 こ こで い

う 「二 重 の 情 報 共 有 」 と は,こ れ ま でSCMに お い て 進 め られ て き たBtoB(BusinesstoBusi-

ness)で の 情 報 共 有 とe-businessに お け るBtoCで の 「情 報 共 有 を共 有 」 す る こ とを意 味す る。
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情 報 「ネ ッ ト7ー ク」 の活 用 に よ り,消 費 者 の 動 向 を サ プ ラ イ チ ェー ン全 体 に ス トレー トに反 映

させ,市 場 の 変 化 に対 して サ プ ライ チ ェー ン全 体 が ア ジル に対 応 す るの で あ る。

3.組 織 と情報 システムの自律分散化の方向性

情 報 ネ ッ トワ ー ク が組 織 に 対 して 与 え る イ ンパ ク トを 捉 え る際 に重 要 な視 点 と して,そ れ が,

個 の 自律 性 を 尊 重 した 「ゆ るや か な結 合 」(loosecoupling)の 方 向 へ と組 織 を 導 くと い う特 徴

を 指 摘 す る こ とが で き る。 一 方 で ダ ウ ンサ イ ジ ング やEUCの 進 展 に よ り,こ れ まで の メ イ ン ・

フ レー ム と端 末 を プ ラ ッ トフ ォ ー ム に した 情 報 シ ス テ ム の 図式 か ら,PC(個)とPC(個)が ゆ

る やか に結 合 され た情 報 シ ス テ ム の図 式 へ と シ フ トしつ つ,も う一 方 で組 織 も これ まで の 垂 直 的

ヒエ ラル キ ー ・コ ン トロー ル 中 心 の 堅 い 組 織(tightlycoupledsystem)か ら,個 の 自律 性 を

尊 重 した ネ ッ トワ ー ク型 の 柔 らか い 組 織(100selycoupledsysteln)へ と シ フ トす る流 れ が 生

じて い る の で あ る。

現 在 の ネ ッ トワー ク化 の方 向性 に 関 して,林[1]は 「そ こ で の指 導 原 理 は,自 律 ・分 散 ・接 続

な どの キ ー ワ ー ドに集 約 され る こ と に な ろ う」 と した 上 で,「 片 方 でconvergence(融 合)が 進

み な が ら,他 方 で 反 対 の動 きで あ るdivergence(分 離 ・発 散)も 進 展 して い くの が,現 代 の特

徴 で あ る」 と述 べて い る。 す な わ ち,現 在 の 社 会 が 自律 分 散 型 ネ ッ トワー クの方 向 に動 いて お り,

融 合(統 合 で な い)と 分 離 が並 行 した 形 で 進 行 して い るの で あ る。

以 上 の こ とか ら もわ か る よ う に,ネ ッ トワー ク は堅 く結 合 さ れ た シ ス テ ム(tightlycoupled

system)と は 異 な り,そ こへ の参 加(接 続)と 退 出(分 離)は 基 本 的 に 個 の 自由意 思 に依 存 し

て お り,ネ ッ トワ ー ク内 の行 動 原 理 も個 の 自律 性 を基 盤 と して い る。 ま た,ネ ッ トワー ク内 で の

権 限 も各 メ ンバ ー に委 譲 され(分 権 化 し)て い る。 した が って,ネ ッ トワー ク型 の組 織 ・情 報 シ

ス テ ム は,明 らか にlooselycoupledsystemで あ る。 これ に よ り,環 境 の変 化 や トラブ ル に対

す る柔 軟(flexible)な 対 応 が 可 能 と な る の で あ る。

しか しな が ら,個 の 自律 性 を 前 提 と した 分 散 ・分 権 型 の シス テ ム に は,局 所 最 適(localopti・

mum)に 陥 りや す い と い う大 き な 問 題 点 が 存 在 す る。 こ こ で論 じて い る ネ ッ トワ ー ク型 の 組 織

や情 報 シス テ ム に お い て も,当 然 な が ら これ と同 様 の こ とが い え る。 そ こで,ネ ッ トワー ク型 の

組 織 ・情 報 シ ステ ムは,局 所 最 適 を 防止 す る シス テ ム を必 要 と す る。 青 木[8]の 双 対 原 理 に よ れ

ば,日 本 の 分 権 的 な 組 織 ・情 報 シス テ ム にお いて,集 権 的 な人 事 管 理 が これ を 防 止 す る役 割 を果

た す と され る。

さ ら に,筆 者 の 代 替 的 双 対 モ デ ル[9]と 拡 張 代 替 的 双 対 モ デ ル[10]に よ れ ば,BPRやSCM

で は 水 平 的 コー デ ィネ ー シ ョ ン中 心 の 自律 分 権 型 の 業務 プ ロ セ ス か ら生 じ る局 所 最 適 を,ITの

積 極 的 活 用 に よ る情 報 共 有 が 防 止 す る と い うこ と に な る。 局所 的 な 情 報 に基 づ く意 思 決定 や 行動

は 局 所 最 適 に陥 り易 い が,部 門 の 壁 を越 え て組 織 あ るい は サ プ ラ イ チ ェー ン全 体 に豊 富 な 情 報 が

行 き渡 れ ば,そ れ に基 づ く意 思 決 定 ・行 動 は全 体 最 適 へ と接 近 して い くの で あ る。
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このように,組 織のメンバーを情報ネットワー クで結び,有 用な情報を共有することにより局

所最適の行動を防止することができれば,現 場への権限委譲が可能となるため,必 然的に組織や

その集合体(例 えば,サ プライチェーン)は 自律的 ・分権的な方向へと進んでいく。一方で,そ

れを支える近年の情報 システムも,メ イン・.フレームと端末 という図式ではな く,ダ ウンサイジ

ングやEUCの 進展により自律分散化の方向へと急速に進みつつある。 このように見てい くと,

近年の組織 と情報システムは,と もに自律分散(分 権)化 の方向に向かいつつあることが理解さ

れよう。

4.ベ ンチ マー キ ング にお ける 「エ ンパ ワー メ ン ト」 の概念

1990年 代 以 降 の米 国 企 業 の 復 活 に 重 要 な役 割 を 果 た した 経 営 手 法 と して,日 本 で も 「ベ ンチ

マ ー キ ン グ」 が 注 目 さ れ て い る。 ベ ンチ マ ー キ ング は,ベ ス ト・プ ラ ク テ ィス と の比 較 ・分 析 を

行 な う こ と に よ り,そ の ギ ャ ップを 埋 め,現 状 を 改 善 す る有 効 な手 段 ・方 法 論 で あ り,次 の3つ

が キ ー ワー ドと な る[11]。

①LearningtheBest(最 高 に 学 ぶ)

②ContinuousImprovement(継 続 的 改 善)

③ExceedtheBest(自 身 が ベ ス ト と な る)

世 界 の ス タ ンダ ー ドを 自負 して き た米 国 企 業 が 「LearningtheBest」 を キ ー ワー ドと して い

る と こ ろ に,ベ ンチ マ ー キ ン グ に お け る精 神 的変 革 の姿 勢 を垣 間 見 る こ とが で き る。 これ は,従

来 よ り 日本 企 業 が得 意 と して き た 「優 れ た他 者 に 学 ぶ 」[11]と い う精 神 に 近 い もの で あ り,そ

の 意 味 に お い て,日 本 企 業 に と って は違 和 感 の少 な い経 営手 法 で は な い か と考 え られ る。 しか し,

米 国企 業 に と って は,経 営 思 想 の 一 大 変 革 を要 求 す る も ので あ り,BPRと 同 様 に,米 国 企 業 が

日本 企 業 の 良 い 面 を 米 国 流 に ア レン ジ して 作 り上 げ た経 営 手 法 と して位 置 づ け る こ と もで き る。

世 界 ρ イ ニ シ ア チ ブを と る こ と を 自 らの 使 命 と して き た 米 国 企 業 が,「 優 れ た他 者 に学 ぶ 」 とい

う精 神(日 本 企 業 の 良 さ)を も し他 者(日 本 企 業)に 学 ん だ と す れ ば,二 重 に興 味 深 い。

しか し,ベ ン チマ ーキ ング は単 な るベ ス ト ・プ ラ クテ ィ スの 模 倣 で は な い 点 が 重 要 で あ る。 そ

れ を端 的 に表 す 概 念 に 「エ ンパ ワ ー メ ン ト」(empowerment)が あ る。 ベ ンチ マ ー キ ン グの 根

底 に は,エ ンパ ワー メ ン トに よ る ミ ドル ・ア ップ&ダ ウ ンや ボ トム ・ア ップ と,ト ップの リー ダ ー

シ ップ の 強 化 と の両 立 とい う考 え 方 が あ り,一 般 に 相 反 す る と され る両 者 を 同 時 に達 成 させ よ う

とす る と こ ろ に その 最 大 の特 徴 が あ る。 これ に よ り,だ れ もが 本 来 的 に 持 って い るベ ス トに 近 づ

こ うとす る意 欲 の 喚起[1]を 促 す の で あ る。 その意 味か ら,ベ ンチ マ ー キ ン グに お いて エ ンパ ワー

メ ン トが 「メ ンバ ー の活 性 化 」[12],[13]と 深 い関 わ りを持 って い るこ とが わ か る(図1を 参 照)。

従 来,米 国 企 業 で は 「トッ プ ・ダ ウ ン」 あ るい は 「セ ンタ ー部 門 主 導 」 に よ る垂 直 的 ヒエ ラル
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キ ー ・コ ン トロ ール に,ま た 日本 企 業 で は実 行 部 門へ の 「権 限 委 譲 」 に よ る水 平 的 コー デ ィネ ー

シ ョンに,そ れ ぞ れ 特 徴 が あ った 。 日本 企 業 で は,こ の 「権 限委 譲 」 に よ り実 行 部 門 ・実 務 担 当

者 が 環境 の 変 化 や トラ ブ ル に迅 速 か つ 柔 軟 に(ア ジル に)対 応 す る こ と を可 能 に して きた の で あ

る。 これ は,組 織 の メ ンバ ー一 人 一 人 が 能 動 的 に問 題 を見 つ け解 決 す る能 動 的 な ス タ ンス に よ っ

て初 め て 実現 され る。 す な わ ち,実 務 担 当 者 の 「自律 性 」 に そ の 基礎 を置 いて い る の で あ る。

これ と同様 にベ ン チ マ ー キ ン グ も,人 間 が 持 って い る ベ ス トに近 づ こ う とす る意 欲 を 喚起 し,

従 業 員 を能 動 的 な ス タ ンス に導 く と こ ろに 特 徴 が あ る。 組 織 の メ ンバ ー が,上 か ら言 わ れ た こと

だ け しか や らな いの で はな く,自 分 で 問 題 を 見 つ け,自 分 で解 決 しよ う とす るの で あ る。 こ れ は,

米 国 で生 ま れ た ベ ンチ マ ー キ ング が,従 来 の 米 国 にお け る トップ ・ダ ウ ン型 の 組 織 特 性 よ り も,

日本 の権 限委 譲 型 の組 織 特 性 に近 い こ とを 意 味 す る。 こ の よ うな 関係 は,筆 者 が従 来 の 研 究[14],

[15]に お い て指 摘 した 「BPRが 従 来 の 米 国 の組 織 特 性 よ り も 日本 の 組 織 特 性 に近 い」 こ と と基

本 的 に 同様 で あ る。

一 般 に
,上 記 の権 限 委 譲 は 「エ ンパ ワー メ ン ト」 に 相 当 す る とされ る。 その た め,エ ンパ ワーメ

ン トは しば しば 「権 限委 譲 」 と訳 され るが,筆 者[16]は,こ れが 日本 の組 織 に おけ る 「権 限 委 譲

以 上 」 の もので あ る ことを 指 摘 してい る。 ベ ンチ マー キ ング にお いて,エ ンパ ワーメ ン トはホ ワイ・ト

カ ラ ー,と りわ け相 対 的 に生 産 性 の 低 い と され る ミ ドル 層 の再 活 性 化 を 図 る もの で あ る[11]。

す な わ ち,エ ンパ ワー メ ン トは,ベ ンチ マ ー キ ング に お い て実 務 担 当者 や 「ミ ドル ・マネ ジ ャー」

に主 体 性 を持 たせ る こ とを 意 味 して お り,そ の結 果 と して 権 限 委 譲 が 可 能 とな るの で あ る。

こ こで,エ ンパ ワー メ ン トが,ボ トム ・ア ップ の み を 狙 った もので は な く,ミ ドル ・ア ップ&

ダ ウ ンを 重 視 して い る こ と は注 目 に値 す る。 な ぜ な ら,日 本 企 業 に お け る権 限委 劃 まミ ドル か ら

ロ ワ ー(実 務 担 当者)へ と行 わ れ る もの を意 味 す る こ とが 多 く(こ の こ と を大 久 保 ・大 中[17]は

「何 か ら何 ま で社 員 に委 譲 して しま う 日本 型 ボ トム ・ア ップ」 と述 べ て い る),ミ ドル ・ア ップ&

ダ ウ ンを あ ま り重 視 して い な い か らで あ る。

そ の 際 に注 意 す べ き こ とは,ミ ドル 「ダ ウ ン」 もエ ンパ ワー メ ン トに含 め て考 え て い る点 であ

る。 そ れ は,組 織 の階 層 の相 対 的 レベ ル か ら見 れ ば,ト ップ ・ダ ウ ンを ミ ドル ・ダ ウ ンに シ フ ト

させ る こ と もエ ンパ ワ ー メ ン トに相 当 す る もの と考 え る こ とが で き るか らで あ る。 ベ ンチ マ ーキ

ン グで は,「 企 業 変 革 に は,ミ ドル ・マ ネ ジ ャー をエ ンパ ワー す る こ と が不 可 欠 で あ る」[17]と

の考 え方 を 中 心 に据 え て い る。 そ の 背景 に は,ミ ドル や ロ ワー の 自律 性 と トップ の リー ダ ー シ ッ

プ の 両立 とい う,日 本 企 業 に お け る権 限 委 譲 と は 明 らか に異 な る意 図 が あ る もの と考 え られ る。

ベ ンチ マー キ ン グに お いて エ ンパ ワー メ ン トが,ミ ドル や ロ ワー の 自律 性 向上 の み な らず,ト ッ

プ の リー ダ ー シ ップの 強 化 を加 え た,一 般 に相 反 す る方 向性 を 持 つ 二 つ の 課 題 の両 立 を め ざ して

い る と ころ が 重 要 で あ る。 なぜ な ら,単 な る権 限 委 譲 で あ れ ば,相 対 的 に トップ の リー ダ ー シ ッ

プ は低 下 し易 い か らで あ る。 トップ の リー ダ ー シ ップ を強 化 しよ う とす れ ば,ど う して も垂 直的

ヒエ ラル キ ー ・コ ン トロ ー ルが 強 化 され る方 向 に あ るが,個 の 自律 性 を 尊 重 した水 平 的 コー デ ィ

ネ ー シ ョ ンの も とで これ を強 化 す る こ とは容 易 で な く,ベ ンチ マ ー キ ン グで は ミ ドル や ロ ワーの



6『 明大商 学論叢』第87巻 特別号

エ ンパ ワ ー メ ン トに よ り これ を 強 化 しよ う とす るの で あ る。

そ の 意 味 に お い て,エ ンパ ワー メ ン トは ベ ンチマ ー キ ング の 中 心 に位 置 づ け られ るべ き概 念 で

あ る。 ミ ドル や ロ ワー の 自律 性 は,上 か らの 指示 ・命 令 が な くて も 自分 か ら問 題 を見 つ け,自 分
'

で解 決 しよ う とす る従 業 員 の 能 動 的態 度 を もた らす 。 ま た,ト ップの リー ダ ー シ ッ プの 強 化 は,

ト ップの 創 造 した ビ ジ ョ ンや 戦 略 を,組 織 全 員 の合 意 の下 に共 有 す る こ と を意 味 す る。 トップの

ビ ジ ョ ンや戦 略 を 介 して,組 織 の 目的 ・価 値 を共 有 す る こ と に よ り,組 織 との一 体 化 を 図 るの で

あ る。

この よ うに,ベ ンチ マ ーキ ング で は,ト ップの創 造 した ビ ジ ョ ンや 戦 略 を,

① 全 員 の 合 意(buy-in)の 下 に

② 社 員 が 主 体 にな って 実 現 して い く

こ と を 狙 い と して お り[11],こ れ が エ ンパ ワー メ ン トの 基 礎 とな る。 ① は組 織 と の 目的 ・価 値

の 共 有 を,ま た② は能 動 的 問 題 解 決 を意 味 して い る。 さ らに,高 橋 の1-Ichart[12],[13]に お

い て,こ れ らの ① 目的 ・価 値 の共 有 と② 能 動 的問 題 解 決 は,そ れ ぞ れ 「高 い 一 体 化 度 指 数 」 と

「低 い 無 関 心 度 指 数 」 に相 当す る と い う意 味 で 「メ ンバ ー の活 性 化 」 に相 当 す る が,そ れ が 同 時

に メ ンバ ー へ の 権 限 委 譲 を可 能 に す る。 これ らの 関 係 を 図 示 す る と,図1の よ う に な る。

エ ンパ ワ ー メ ン ト

トッ プ の リー ダ ー シ ップ の 強 化

千
トップのビ ジョン 。戦 略

に対 する全員 の合意

従業員の主体的な問題解決

十
ボ トム ・ア ッ プ

ミ ドル ・ア ップ&ダ ウ ン

目的 ・価値の共有

能動的態度

メ ンバーの活性化

高い一体化度指数

低 い無.関心度指数

権限委譲

環 境の変化や トラブルへ のア ジルな対応

図1エ ンパワーメン トとメ ンバーの活性化 ・権限委譲 の関係(筆 者[16]を 一部加筆修正)

どのような組織において も権限委譲を行なうためには,メ ンバーの能動的態度(低 い無関心度

指数)が 必要である。なぜなら,上 からの命令がなければ何 もやらないようでは権限委譲を行なっ

て も仕事は進まず,そ の意味で組織のメンバーが自律的に問題を見つけ解決 しようとする態度が

前提となるか らである。それ とともに,権 限委譲には組織全体の目的 ・価値をメンバーが共有す

ること(高 い一体化度指数)が 必要である。 もし,一 体化度指数が低いと,権 限委譲の際に局所

最適に陥って しまう危険性が高いため,垂 直的ヒエラルキー ・コントロール中心の業務プロセス

にせざるを得ないか らである。そこで,実 行部門や実務担当者への権限委譲を可能にするために
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は,部 門 あ る い は個 人 の ベ ク トル を 企業 の ベ ク トル に近 づ け る よ うな 学 習(こ れ を,筆 者 ら[18]

は 「幅広 い参 加 的 学 習 」 と呼 ん で い る)が 必 要 とな る。

以 上 よ り,ベ ンチ マ ー キ ング に お い て,エ ンパ ワー メ ン トは メ ンバ ー の 活性 化,さ らに は組織

活 性 化 と密 接 な 関 係 に あ り,こ の こ とが ま た権 限 委譲 を 可 能 に して い る こ とが わ か る。 加 え て,

ベ ス ト ・プ ラ クテ ィス に学 ぶ こ と が,組 織 全 体 の 目的 ・価 値 の 共 有 化 を もた ら し,こ の こ と が実

務 担 当者 へ の権 限委 譲 の 際 の 「局 所 最 適 」 を 防止 す る役 割 を 果 た す の で あ る。 そ して,青 木 の双

対 原 理[8]に お け る人 事 管 理 の集 権 性(こ れ が 日本 の 組 織 に お い て権 限委 譲 の 際 の 局 所 最 適 を防

止 して き た[9])が 低 下 しつ つ あ る 日本 企 業 に と って,ベ ン チ マ ー キ ン グの 示 唆す るよ うな,エ

ンパ ワー メ ン トに よ る メ ンバ ー の活 性 化 は今 後 の 重要 な 課 題 とな る もの と考 え られ る。

5.ネ ッ トワー ク型 組織 にお ける メ ンバ ーの活 性化

現 在 の よ うに,組 織 と情 報 シ ス テ ムの 自律 分 散(分 権)化 が 進 み,メ ンバ ー の エ ンパ ワー メ ン

トと活 性 化 が要 求 され る よ う に な る と,組 織 や 情 報 シス テ ム が,個 人 あ る い はPCを 「ゆ るや か

に結 ん だ ネ ッ トワ ー ク」 と して の 性 格 を 色 濃 く して い くこ と は 自然 な 流 れ で あ ろ う。 こ こ で,

「ゆ るや か に結 ん だ 」 と した と こ ろ が重 要 で あ る。 な ぜ な ら,本 研 究 の 主 眼 が,垂 直 的 ヒエ ラル

キー ・コ ン トロー ル に よ る堅 い結 合(tightcoupling)で はな く,フ ラ ッ トで 自律 分 散(分 権)

型 の ゆ る やか な結 合(loosecoupling)に 置 か れ て い るか らで あ る。

ネ ッ トワ ー ク型 組 織 は,こ の よ う な個 と個 の 間 の 「ゆ るや か な 結 合 」 が 拡 大 して くこ とに よ り

形 成 され た シス テ ム(looselycoupledsystem)の 典 型 的 存 在 で あ ろ う。 ネ ッ トワー ク型 組織

で は,ヒ エ ラ ル キ ー の上 位 か ら下 位 へ の 権 限 の行 使 よ り も,そ の 時 点 で 直 面 して い る問題 の 性格

に よ って 柔 軟 に個 を組 み替 え,そ れ ぞれ の メ ンバ ー が対 等 な立 場 か らの調 整,す な わ'ち 「水 平 的

コー デ ィ ネ ー シ ョ ン」 を 図 って い くこ と に な る。 そ れ で は,ネ ッ トワ ー ク型 組 織 が成 立 す るた め

に必 要 と な る条 件 は何 で あ ろ うか?

そ れ は,エ ンパ ワー メ ン トと コ ラ ボ レー シ ョ ンを基 盤 と した メ ンバ ーの 活 性 化 で あ ろ う。 高橋

の1-Ichart[12],[13]に よ れ ば,組 織 に お け る メ ンバ ー の 活 性 化 とは 前 述 の よ う に,「 無 関心

度 指 数 を 低 め,一 体 化 度 指 数 を 高 め る こ と」 で あ り,前 者 は メ ンバ ー の 能 動 性 の 向上 を,ま た後

者 は 組織 とメ ンバ ー の 間 で の 目的 ・価 値 の共 有 の 程 度 を 高 め る こ とを そ れ ぞ れ 意 味 す る。 そ こで,

1-Ichartの 枠 組 み に沿 って ネ ッ トワー ク型 組織 を捉 え る と,次 の よ うに な る。

ネ ッ トワ ー ク型 組 織 で は,上 か らの 指 示 ・命 令 が な くて もメ ンバ ー が 主 体 的 に 問題 を見 つ け解

決 しよ う とす る能 動 性(す な わ ち,低 い無 関 心 度 指 数)が 求 め られ る。 逆 に言 え ば,上 か らの指

示 ・命 令 が な けれ ば仕 事 が進 まな い の で あれ ば,ネ ッ トワー ク型 組 織 は成 立 しな い とい う こ とに

な る。

ま た,メ ンバ ー の主 体 的 問 題 解 決 は,セ ンタ ー か ら末 端 組織 へ,あ る い は上 か ら下 へ の権 限委

譲 ・エ ンパ ワ ー メ ン トが前 提 とな る。 な ぜ な ら,組 織 の メ ンバ ー が 主 体 的 に問 題 解 決 方 法 を 考 え
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て も,権 限 委 譲 ・エ ンパ ワー メ ン トが な さ れ て いな けれ ば,そ れ を す ぐに 実 行 す る こ とが で き な

いか らで あ る。 これ に対 して,権 限 委 譲 が な され て いれ ば,問 題 に直 面 す る メ ンバ ー が迅 速 か つ

柔 軟 に(ア ジル に)対 応 す る こ とが 可 能 で あ る。 そ して,こ の権 限委 譲 を 行 な う た め に は,組 織

全 体 の 目的 ・価 値 を メ ンバ ー が共 有 した(高 い一 体 化 度 指 数 の)も とで の コ ラ ボ レー シ ョ ンが要

求 さ れ る。

前 節 で は,ベ ンチ マ ー キ ン グに お け るエ ンパ ワー メ ン トの側 面 か ら メ ンバ ー の活 性 化 を論 じた

が,ネ ッ トワ ー ク型 組 織 に お い て も これ と 同様 の こ とが い え る の で あ る。 む しろ,ト ップ ・ダ ウ

ンや ミ ドル ・ア ップ&ダ ウ ンに焦 点 を 当 て て いな い 分 だ け,ベ ンチ マ ー キ ン グ よ り もネ ッ トワー

ク型 組 織 の 方 が,メ ンバ ー の 活性 化 の 必 要 性 が 相 対 的 に高 い もの と考 え られ る。

6.ネ ッ トワーク型組織にお ける行動原理

こ こ ま で 述 べ て きた よ うに,ネ ッ トワー ク型 組織 に お け る行 動 原 理 の 中 心 は,上 か らの指 示 ・

命 令 が な くて も組 織 の メ ンバ ー が主 体 的 に問 題 を 見 つ け,そ の直 面 す る問 題 の 性 格 に よ っ て 関係

す る メ ンバ ー と柔 軟 に調 整 を 図 って い く 「水 平 的 コ ーデ ィネ ー シ ョ ン」 に あ る。 ヒエ ラ ル キ ー の

上 位 か ら下 位 へ と権 限 を 行 使 す る 「垂 直 的 ヒエ ラル キー ・コ ン トロー ル」 で はな い ので あ る。

林[1]に よれ ば,ネ ッ トワ ー ク 型 組 織 は 「説 得 ・誘 導 型 の行 為 が,そ の 中 で の 支 配 的 な相 互 防

御 行 為 とな って い る複 合 主 体=組 織 」 と され る。 こ の こ と か ら も,メ ンバ ー か ら メ ンバ ーへ の働

きか け が,指 示 ・命 令(コ ン トロー ル)で は な く,説 得 ・誘 導(コ ー デ ィネ ー シ ョ ン)で あ る こ

とが わ か るQ

一 方 ,ネ ッ トワー クの 情 報 技 術 的側 面 に注 目 した場 合,西 垣[19]は 「パ ソ コ ンは も と もと,

IBMに 代 表 され る メ イ ン ・フ レー ム とい った 巨大 秩 序 に対 す る 「対 抗 文 化 」(counterculture)

と して発 達 した ものだ し,イ ンタ ー ネ ッ トもまた誕 生 直 後 の政 府 援 助 を 別 にす れ ば,草 の根 的 に

発 展 して きた もの で あ る」 と述 べ て い る。 こ の文章 の 中か ら,強 者 の コ ン トロ ール か らの解 放 と

ボ トム ・ア ップ とい う性 格 を読 み 取 る こ とが で き る。 ネ ッ トワー クは,組 織 面 の み な らず,情 報

技 術 的側 面 に お い て も,コ ン トロー ル で は な くボ トム ・ア ップ型 の コー デ ィネ ー シ ョ ンを基 盤 と

して い るの で あ る。

ネ ッ トワー ク の情 報 技 術 的側 面 にお いて,こ う した性 格 を最 もよ く表 わ して い る の は,ク ラ イ

ア ン ト/サ ー バ 型 シス テ ム で あ ろ う。 従 来 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ(メ イ ン ・フ レー ム)と 端 末

を プ ラ ッ トフ ォ ー ム に した情 報 シ ス テ ム で は,「 主 人 」 で あ る ホ ス トが 多 くの端 末 を 支 配 す る と

い う図 式 で あ っ た が,ク ラ イ ア ン ト/サ ー バ 型 シ ス テ ムで は多 くの ク ラ イ ア ン ト(PC)に サ ー

バ が奉 仕 す る と い う図 式 とな る。 ク ラ イ ア ン ト/サ ーバ 型 シス テ ム に お け る サ ーバ は,ク ライ ア

ン トに 「奉 仕 す る もの」,あ え て 極 論 す るな らば 「奴 隷 」 と い う位 置 づ け と な り,ホ ス トと端 末

の 図 式 と は全 く反 対 の 主 従 関 係 と な る。 こ う い つた 流 れ は,ダ ウ ン サ イ ジ ン グやEUCの 進 展,

ま た イ ンタ ー ネ ッ トの普 及 の 後押 しを 受 け て,ま す ます 顕 著 に な りつ つ あ る。
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こ こ ま で の ネ ッ トワ ー ク型 組 織 の柔 軟 性 お よ びICTの 動 向 を ふ ま え る と,ネ ッ トワー ク型 組

織 に お け る主 た る行 動 原 理 は,自 律 ・分 散 ・接 続 な どの キー ワ ー ドに集 約 され る[1]よ う に,ゆ

る や か な結 合(loosecoupling)に あ るの で はな い か と思 わ れ る。 こ の よ うな ネ ッ トワ ー キ ング

の流 れ に関 して,林[1]は 「片 方 でconvergence(融 合)が 進 み な が ら,他 方 で 反 対 の 動 きで

あ るdivergence(分 離 ・発 散)も 進 展 して い くの 示,現 代 の特 徴 で あ る」 と述 べ て い る。 こ う

い つた行 動原 理 に基 づ き,自 律 性 の高 い個 が 各 自の 自 由意 思 に従 って 他 の 個 お よ び そ の集 合 体 と

の接 続 を 図 りな が ら,直 面 す る問題 に 沿 って 融 合 と分 離 を繰 り返 す こ と に よ っ て,ネ ッ トワー ク

とい うlooselycoupledsystemが 形 成 さ れ るわ けで あ る。ICTの 発 達 が ネ ッ トワ ー クへ の 接 続 ・

参加 を 容 易 に し,そ れ ぞ れ の個 は 融 合 と分 離,そ して結 合 の強 さを 微 妙 に調 整 す る こ とに よ り常

に 自律 性 を 確 保 しよ う とす るの で あ る。 反 対 に,個 の 自律 性 を 脅 か す よ うな堅 い結 合 ・垂 直 的 ヒ

エ ラル キー ・コ ン トロー ル を 避 け よ う とす る こ と に な る。

loOsecouplingの 進 展 に よ り,そ れ ぞ れ の個 は他 の 多 くの 個 と接 続 され,結 果 と して 「蜘蛛

の 巣 」 状 の ネ ッ トワー ク が形 成 され る よ うに な る。 そ の典 型 的 な例 が,ICTの 領 域 で はWWW

(WorldWideWeb),組 織 内 で は コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワー ク,企 業 間 で はWWWア ラ

イ ア ンス(注1)であ ろ う。

以 上 の議 論 か ら,現 在 の 個 人 や 組 織 の 行 動 原理,そ してIT・ICTの 方 向性 を考 え る上 で,ネ ッ

トワ ー ク化 あ る い は ネ ッ トワ ー キ ング は そ の 中核 に 位置 づ け られ る キ ー ・コ ンセ プ トで あ る と同

時 に,「 ネ ッ トワ ー ク型 組 織 」 の本 質 が,接 続 ・融合 ・分 離 が容 易 な 自律 分 散(分 権)型 の 「柔

らか い 組J(looselycoupledsystem)に あ る こ とが わ か る。 さ らに,ネ ッ トワ ー ク化 が 進 展

す れ ばす る ほ ど,組 織 と情 報 シス テ ム の 多様 性 お よ び柔 軟 性 が増 大 して い くこ と が理 解 され よ う。

こ れ ら を ま とめ る と,図2の よ う な 「looselycoupledsystemに お け る ネ ッ トワ ー キ ン グ ・フ

レー ム ワー ク」 とな る。

メ ンバ ーの活性化

能動的問題探索 → エ ンパ ワー メン ト

目的 ・価 値 の共 有 一一レ コ ラボ レー シ ョ ン

低い無関心度指数

高 い一体 化度指数

一 一一一一一一一一レ 自律分散(分権)化

ネ ッ トワ ー キ ング

接続

圖

國

ダ ウ ンサ イ ジ ング,EUC,イ ンター ネ ッ トの進 展

100se塁ycoupledsystem

環 境 の変 化 に 対 す る ア ジル な対 応

図2100selycoupledsysteml二 お け る ネ ッ トワ ー キ ング ・フ レー ム ワ ー ク
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7.お わ り に

本 研 究 で は,近 年 の 組 織 と情 報 シ ス テ ム の ネ ッ トワー ク 化 の 動 向 を ふ まえ,エ ンパ ワー メ ン ト

と メ ンバ ー の 活 性化 の観 点 か ら 「ネ ッ トワー ク」 の 問題 を再 検 討 した。 そ こ で,林[1]に 基 づ き

自律 ・分 散 ・接続 。融 合 ・分 離 。水 平 ・柔 軟 ・支 援 とい った概 念 との整 合 性 に注 目 した議 論 を 展

開 し,ネ ッ トワー ク型 組 織 で は,ヒ エ ラ ル キ ーの 上 位 か ら下 位 へ の 権 限 の 行 使 よ り も,自 己 の 直

面 す る問 題 に よ って柔 軟 に 個 を 組 み 替 え,そ れぞ れ の メ ンバ ー が 対 等 な 立 場 か らの調 整(水 平 的

コー デ ィ ネ ー シ ョン)を 図 って い くこ と に な ると い う視 点 を提 示 した。 また,筆 者 の ベ ンチ マ ー

キ ン グ研 究[2]を 基 礎 に して,「 エ ンパ ワー メ ン ト」 は,一 般 に 「権 限 委 譲 」 と訳 され るが,「 単

な る権 限 委 譲 」 以 上 の概 念 で あ り,組 織 に お け る 「メ ンバ ー の 活性 化 」 と密 接 な 関 係 に あ る こ と

を 指 摘 した 。

そ の 上 で,社 会 に お け る ネ ッ トワー キ ング の進 展 は,こ れ ま で相 対 的 に 弱 い 立 場 に あ った個 人

に 対 す る 「エ ンパ ワー メ ン ト」 の 効 果[1]が あ る と い う考 え 方 に基 づ き,ネ ッ トワー ク型 組 織

の行 動 原 理 に つ いて 考 察 し,「 ネ ッ トワー ク型組 織 」 の 本 質 が,接 続 ・融 合 ・分 離 が 容 易 な 自律

分 散(分 権)型 の 「柔 らか い組 織 」(looselycoupledsystem)に あ る こ とを指 摘 した 。最 後 に,

こ れ らの議 論 を整 理 す る こ とに よ り 「100selycoupledsystemに お け るネ ッ トワ ー キ ン グ ・フ

レー ム ワー ク」 を提 示 し,情 報 技 術 的 側 面 に焦 点 が 偏 りが ちで あ った ネ ッ トワー キ ング の 問題 に

対 して,エ ンパ ワー メ ン トとメ ンバ ー の 活 性 化 とい う新 た な視 点 か らの ア プ ロー チの 方 向性 を示

唆 した。

現 在,企 業 環 境 は刻 一 刻 と変 化 して お り,こ れ に対 して 企 業 お よ び そ の メ ンバ ー が ア ジル に対

応 して い くこ と は必 須 条 件 とな って い る。 本 研究 の フ レー ム ワ ー ク が,そ の た め の 議 論 の基 礎 を

与 え る もの と な る こ と を筆 者 と して期 待 して い る。

(注1)筆 者[20]は,近 年 の企 業間提携 の動向に焦 点を当て,多 くの企業 が多 くの企業 との間で提携関

係を結ぶ ことによ り,「蜘蛛 の巣」状 に,か つ国際的な広 が りを持 って形成 され る提携 のネ ッ トワー

クを,「WWWア ライア ンス」 という概 念で表現 してい る。 この概念 によれ ば,提 携 は,M&A

とは異 な り,企 業 と企業 をゆ るやかに結 びつ ける(loosecouplingの)関 係で あ るた あ,複 数 の

提携関係 を同時 に結ぶ ことが可能 であ り,ま た より市 場での競合の可能性 が低 い海外企業 との提携

が多 くな ることによ り,WorldWideな 蜘蛛 の巣 状 の提 携ネ ッ トワー クが形成 され るとい うこと

にな る。
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